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議集
富
士
山
を
知
り
、
富
士
山
と
の
共
生
を
考
え
る

富
士
山
車
扇
砂
防
事
象
が
昭
制
U

明
年
に
箸
手
さ
れ
、
そ
の
鈎
年
の
節
目
と
し
て
「
富
士

山
の
昨
日
空
白
明
百
』
を
テ
マ
に
‘

g
象
を
幅
四
り
車
り
・
多
方
面
か
ら
静
価
愈
兇

を
い
た
だ
〈
-
遂
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
.

そ
の
-
環
と
し
て
富
士
山
直
糟
砂
防
羽
周
年
記
念
事
業
実
行
委
側
会
(
富
士
宮
市
富

士
市
草
川
町
僻
岡
県
富
士
砂
防
工
$
事
務
所
)
の
念
南
で
配
念
式
典
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
は
同
ロ
日
富
士
宮
市
民
文
化
会
隊
大
ホ
!
ル
に
お
H
て
開
園
さ
れ
ま
し
た
.

式
典
は
、
実
行
安
員
長
(
渡
辺
富
士
宮
市
長
て
醤
股
省
砂
肘
穆
長
、
中
館
地
方
建
股
局

長
(
門
松
河
川
僚
長
代
隊
以
に
よ
る
綾
拶
来
賓
(
大
野
僻
縄
県
出
納
長
)
か
ら
の
彼
静
の

後
、
富
士
砂
防
工
事
事
窃
所
長
に
よ
る
事
業
経
過
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
・

ま
た
、
昭
和
臼
年
7
月
に
大
沢
勝
れ
を
勧
れ
た
季
図
文
さ
ん
の
随
筆
か
ら
製
作
し
た

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ピ
ヂ
オ
映
画
「
拳
闘
文
『
馴
れ
』
富
士
山
大
沢
馴
れ
」
の
初
公
開
上
映

に
統
一
定
、
青
木
玉
さ
ん
事
国
文
さ
ん
の
実
主
に
よ
る
特
別
錫
演
『
『
崩
れ
』
と
憾
々
な

つ
な
が
り
」
が
行
わ
れ
、

-
2
0
0人
収
容
の
会
喝
を
う
め
た
聡
家
は
興
味
深
く
潤
取
し

て
い
ま
し
A
T
M
・

第

2
節
シ
ン
ポ
ン
ウ
ム
は
「
富
士
山
を
見
つ
め
、
学
び
‘
富
よ
山
を
昼
夜
す
る
人
々
と
悟

る
」
を
テ
ー
マ
と
し
畑
地
谷
浩
重
般
省
砂
防
節
長
を
コ
デ
ィ
ネ
1
タ
1
、
今
井
遜
子
さ
ん

{
医
師
登
山
家
富
士
山
大
沢
刷
れ
研
究
会
メ
ン
バ
ー
御
中
道
ぐ
る
っ
と
3
6
0

ww
整
基
掌
耳
淳
之
さ
ん
(
鋪
静
岡
大
学
名
誉
教
授
同
研
究
会
メ
ン
バ
ー
、
富
士
宮
市

存
住
て
山
付
レ
イ
コ
さ
ん
(
エ
ァ
セ
イ
ス
ト
国
際
ラ
リ
!
ラ
イ
グ
1
、
納
得
高
原
在

住
平
成

u年
富
士
砂
防
一

a事
由
個
所
長
て

青
木
奈
緒
さ
ん
{
エ
ヲ
セ
イ
ス
ト
青
木

玉
さ
ん
耐
震
主
水
山
高
久
さ
ん
(
京
都
大
学

杭
授
昭
和
昭
年
富
士
砂
防
動
管
)
の
富
士

砂
防
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
ま
し
た
・
ま
た
町
田
洋
筋
立
大
惨

名
普
敵
授
、
暗
択
武
弘
“
静
岡
大
学
敏
授
渡

辺
包
相
模
聞
大
役
鎗
宮
司
等
よ
り
V
T
R
で

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
か
ら
富
士
山
の
鎌
々
な
実
感
と
富
士

山
へ
の
思
い
や
、
今
後
の
事
業
展
開
に
慢
す

毛
活
発
な
倉
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
・

式
典

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
わ
り
に
.

富
士
山
へ
の
手
紙
鎗
コ
ン
ク
ー
ル
の
受

賞
作
品
が
峨
み
上
げ
ら
れ
、
健
策
に
大
き

な
婿
動
と
余
鋪
多
品
し
閉
会
し
ま
し
た
・

富士山を見つめ、学び、富士山を愛する人々と語る
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『溺れJとさ
青木 玉
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幸
田
富
伴
を
主
に
も
つ
作
家
敏
幸
田
文
さ
ん
は
日
本
金
園

町
朋
拠
地
を
週
り
随
筆
集
「
馴
れ
」
を
執
筆
し
、
大
益
出
刷
れ
、

大
馴
れ
海
岸
に
つ
い
で
百
年
7
月
に
高
士
山
大
択
鰍
れ
を
動
れ

て
い
ま
す
.

修
演
で
は
、
文
さ
ん
の
長
女
作
家
青
木
玉
さ
ん
が
、
「
刷
用

れ
」
を
執
筆
し
た
き
っ
か
け
や
、
取
材
劇
作
ゅ
の
胤
帽
子
を
ま

ず
魁
ら
れ
ま
し
た
.
は
じ
め
青
木
さ
ん
は
冗
車
と
い
う
高
齢
で

他
陣
な
薗
所
に
出
か
け
る
の
は
反
対
だ
っ
た
と
と
.
自
黙
の
ス

ケ
ー
ル
町
大
き
さ
に
目
を
奪
わ
れ
、
ほ
か
り
知
れ
な
い
大
き
さ

の
車
し
み
を
も
た
ら
す
「
鰍
れ
』
が
自
分
の
閣
の
中
に
数
多
〈

あ
り
‘
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
広
い
と
憂
い
た
こ
と
.
再

び
取
初
し
庫
補
を
冊
足
し
た
く
て
、
刊
行
を
閣
時
し
て
い
た
と

と
な
ど
も
.

「
崩
れ
」
尭
刊
後
、
玉
さ
ん
自
身
が
「
ご
緑
が
つ
な
が
り
」
母

文
さ
ん
が
歩
い
た
い
く
つ
か
の
喝
所
を
実
障
に
訪
れ
て
、
「
人

の
計
算
外
の
こ
と
が
起
と
る
の
が
自
然
.
刷
れ
へ
の
母
の
思
い
.

憂
い
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
慮
、
J
・
」
断
れ
と
い
う
現
象

と
提
曹
を
国
や
か
に
治
め
る
治
山
拍
水
事
業
に
対
し
、
も
う

少
し
心
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
・

-m瞳
に
『
刷

れ
』
を
通
じ
た
人
と
の
出
会
い
へ
の
感
謝
台
、
富
士
砂
防
.
そ

し
て
全
図
的
治
山
治
水
事
業
の
現
婦
に
機
わ
る
人
々
へ
の
敬

愈
を
表
わ
し
ま
し
た
・
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ス
キ
ー
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
宣
山
の
た
め

の
高
所
順
応
で
担
分
使
わ
包
て
い

た
だ
い
た・

g
月
に
「
冨
士
山
・
ゆ
道
ぐ
る
っ
と
3
6

0
m」
に
惨
畑山

県
東
ド
ー
ム
の
よ
う
忽
潰
の
璽
怒
る

大
沢
麟
れ
も
目
の
当
た
り
に
し
た
.
富
士
山
頂
に
三
度

盈
っ
た
人
ぴ
次
に
・
ゆ
遣
に
行
く
の
俗
信
コ
た
者
だ
か

己
M
A
と
思
う
・
丈
E
涜
を
紡
ぐ
の
専
b
大
沢
刷
れ
の

方
1
パ
1
ハ
ン
ク
し
た
沼
を
切
り
落
と
し
、
白
調
伏
地
に

何
十
年
も
土
砂
を
た
め
る
翠
い
錫
り
込
み
を
作
ヲ
写
b

い
い
・

世
界
の
鍛
食
が
才
I
パ
i
-フ
ヲ
フ
，
る
・
9
遭

遇
り
を
自
然
を
学
ぶ
研
修
を
す
る
現
代
の
修
行
遣
と
し

て
慢
"
に
紹
介
し
た
い
・

七
十
五
年
も
弘
自
身
冨
士
宮
に
住

ん
で
.
富
士
山
と
尖
笠
宮
る
知
恵

文
化
を酬明
6
0に
し
て
き
た

び

今
後
も
研
究
し
て
い

き
た
い
・
知
恵
と
し
て
u
.
富
士
に
よ
る
主
気
予
稽
や

地
名
が
あ
る
・
ま
た
民
家
が
富
士
の
恵
み
を
終
有
し
て

き
た
が
.
そ
れ
を
シ
ャ
7
haア
ウ
ト
し
た
摩
史
が
あ
り

-
士
山
へ
の
担
仰
も
圃
火
に
対
す
る
民
衆
の
悩
み
が
-

E
鍋
富
士
へ
の
信
仰
に
変
む
っ
て
し
ま
っ
た
・
山
国
の

土
砂
災
曹
，
防
ぐ
・
5

み
惨
七
八
百
年
前
か
ら
実
臓
さ

れ
て
い
る
・

怒
っ

依一

円
凶却
を
舗
り
‘
璽
麗
し
よ
う
と
暫
え
た

伊
う
・
富
士
山
を
ル
ー
ル
を
匂
3
て
蝕
汽
る
山
t
す
る

た
め
闘
む
り
あ
る
県

町
校
現
婚
し
て
ほ
し
い
.
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五
年
前
知

vsm
'扇
町憶
に
住
み
始

め
た
の
惨
事
士
山
へ
の
瑚
η
込
み

住
ん
で
.

青
木
奈
鏑

-z・
3
a

イ
ス
ト

胃
*
重
さ
ん
・
*

今
年
六
月
に
包
囲
毎
回
に
祖
母
が

多
い
た
大
沢
刷
れ
と
麗
で
凶
現
在
実

-
e
れ
て
い
る
漏
儀
邸
周
般
泰
広
罰
晶
、

大
災
崩
れ
に
惨

創聞
か
a
E
・
怒
も
の
“
日
あ
る
・

大
沢
幽'

n
も

・嶋崎
執
地
も
土
石
涜
も

人
の
‘
符
に
錫
舎
の

人
の
物
霊
し
で

u
.
臥
創
れ
事
い
も
の
が
あ
る
・
砂
防
組

股
匡
復
カ
メ
ラ
・

H
E
A
R
T
シ
ス
テ
心
筋
現
在
の

対
備
を
祖
母
が
姐
っ
た
6
.
ど
ん
忽
に
・
ん
だ
伽
と
思

う
.
a
e
n
・
い
た
「
宿
白
」
肱
伝
え
き
れ
尊
い
圧
倒

さ
ゼ
る
も
の
で

ま

，
行
っ
て
自
分
の
回
で
噂
か
め
・

姐
る
と
と
と
卑
つ
・

。
水
山
高
久

.

.

.

 
弐
，

a
a
・
相
鎚

e・
玄
腎
筒
凶
圃

田
和
担
年
に
富
士
惨
院
に
勤
務
し
、

旧
年
聞
の
毘
琶
ア
タ
務
解
析
し
.

対
療
を
い
ろ
い
ろ
級
制
し
て
い
た
.

大
沢
刷
れ
の
醐
れ
て
い
る
‘
区
間
や
土
石
翼
の
量
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
「
雰
g
e
n
的
」
に
わ
ひ
っ
て
a
c
t
-
大
沢

川
の
湿
砂
地
が
但
・
さ
れ
.
次
に
・
え
て
遊
砂
地
で
土

mw
影
隊
〈
シ
ス
テ
'U
8
・
立
さ
れ
た
今
‘
安
童
反
は
格

段
に
向
上
し
て
い
る・

引
位
協
箆
術
的
ヨ
』

Lmれ
対
am
隊
司

震
で
zeり、

a
-
済
鐙
の
問
掴
だ
と
思
コ
・
思
い
崎
順
に

対
簸
震
を
壁
郡
し
‘
全
く
理
つ一
立
掴
の
人
々
と
し
っ
か

り
・
・
し
て
み
た
い
・鴻

谷

港

-aEEE'腕
.

.

 

E
士
山
にaaい
園
町
U
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M
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-
カ
と
史
書

そ
し
て
置
す
山
と
の

誕
生

E
3
U
て
金
・
の
事
々
と
と
も
広
告
正
て
い
た
定
い

た
・
町
民
凶
窓
生
@
s
h
u
n
る
契
'
m
・畳慣
包
禽
--
E
大
e

g
包
@
事
実4
4
8
n
る
-
a
n
よ
り
ら
ま
，
富
士
山
$
姻
る

ζ
と
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
。
そ
n
z
忌
亨
ん
だ
よ
で
防
災
ル
k-e

.‘
4J
，、hJ
stS3fa刊
・・+ムu--mHゆ
怯

ea-
m山
畠・
ム守」ah
寓
M

齢町

・・吊
a-s屯
.

.
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E
Bめ
て
い
く
べ
き
疋
と
軍
基
@
・

・・士

山
8
・2
・‘
の
総
給
医
u
e匂
実
正
ん
申
本
国
民
に
と
コ
て
も

!uj;

!』

，、1
・
t
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酒
肉
立

---Ea
t-

も
と
も
と
豊
山
家
で
.
古
地
固
に
畳
ま
い
富
士
山
に
の
め
り
込
ん
倍
、

江
戸
笥
代
江
戸
苛
b
富
士
山
が
良
く
見
え
た
の
で
い
る
い
ろ
忽
地

図
が
で
き
た
.
富
士
山
の
表
現
除
作
者
に
よ
っ
て
契
鉱
ゐ
が
原
震

の
山
と
し
て
渇
か
れ
て
い
る
.

富
士
宮
市
野
宿
区
の
住
民
の
方
々

山
崎
た
抱
代
さ
ん

大
濁
に
怒
る
と
い
っ
潔
さ
れ
て
も
い
い
よ
ヨ
畑
作

入
に
入
り
込
み
荷
物
篭
ま
と
め
て
い
た
.

大
爾
に
怠
る
た
び
水
防
固
と
し
て
出
動
し
、
芯

ま
り
ひ
ど
い
と
応
鋼
を
お
醐
い
し
た
.

-
Z
掴
鮪
り
の
涜
路
工
の
お
か
げ
で
金
〈
何
淡
水

の
禽
M
UD
ら
敏
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
・
平
成

S
年
の
土
吉
湾
の
ピ
デ
方
を
見
て
扇
核
地
の

z
-rz担
雰
岨曹
汗
百

SF2ν
か
っ
吊

安
心
し
て
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
怒

り
、季
歯
季
節
、
富
士
山
の
突
し
さ
と
と
の
哩
L

住
め
る
事
也
，
知
っ
た
.

竹
川
盆

-
さ
ん

鈴
幽

事
さ
ん

鈴
樹
園
芋
さ
ん

町

田

洋

-E聖
書

E
古
車

E

超
国

大
沢
馴
れ
が
研
究
の
始
ま
り
で
人
生
の
中
で
事
究
の
糸
コ
を
つ
け

Z
V

て
く
れ
た
.
大
沢
刷
れ
に
来
る
と
自
燃
の
，
ば
ら
し
さ
、
怖
さ
が

一}

理
解
で
き
る
・
自
の
網
で
起
こ
る
変
化
に
感
動
菅
る
・
人
聞
が
生
の

中
占

自
燃
か
ら
逮
ざ
か
っ
て
い
る
・
大
耳
馴
れ
以
地
震
が
き
っ
岱
け
で
酬

R
Eじ
め

今
後
も
ど

Z
直
下
型
の
量

量

れ

る
の
で

Eい

r'
か
・
ま
た
火
山
活
動
が
置
憂
で
.
符
来
の
・
置
を
鑓
っ
て
い
る
・
大
沢

f
'

別
れ
の
対
策
俗、

銀
婦
問
k
-Rし
い
蕊
株
限
界
の
上
は
舗網駄
忽
鈴
資

、

と
忽
る
・
人
聞
は
ど
こ
ま
で
も
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
怒

っ
て
い
る
の
が
繍
境
問
鍾
の
ル

1
ツ
で
あ
る
・

逮

辺

覇

E
3

・

砂
防
対
策
は
今
後
も
必
獲
で
あ
る・

締
役
と
し
て
俗

富
士
山
は
信

仰
の
対
康
の
山
で
あ
る
・
富
士
山
陰
g
然
の
規
建
に
ま
か
信
人
間
と

共
生
し
て
き
「
占
定
か
-
b
.
こ
れ
p
b
も
自
然
に
ま
が
せ
る
の
が
、

自
然
に
対
し
て
や
さ
し
い
益
と
密
ま
る
・

増
沢
民
弘

-sta

g
士
山
に
お
U
る
陶
樋
の
よ
う
恕
衝
地
の
帽
衡
が
研
究
デ
マ
・

富

士
山
の
働組切
や
摘
怖
は
未
解
明
忽
点
が
多
く
保
余
す
る
た
め
に
俗

今
の
状
.
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
照
揮
す
る
こ
と
が
庫
痩
・
フ
ジ
ア

ザ
ミ
除
富
士
山
の
縁
地
に
担
柑
〈
先
駆
衝
で
フ
ジ
ア
ザ
ミ
が
ま
す

地
殺
を
安
定
さ
ぜ
、
次
の
樹
姐
に
引
き
滋
し
て
い
く
己
と
を
期
待
し

て
い
る
.
し
岱
し
大
き
忽
+
事

移
動
隊
情
物
で
娘
止
め
己
れ
恕
い
の

で‘

綱
緩
衝
で
止
め
る
こ
と
に
怒
り
、
そ
の
舗自
家u

贋
場
面
で
の
ス

ト
レ
ス
や
柵
富
閉
館
己
る
・
そ
れ
章
元
に
戻
す
に
は
事
本
山
の
梱
砲

で
昔
つ
べ
き
と
礎
王
る
・
富
士
砂
防
の
安値

Z
同
じ
芯
の
で
哩
昌

広
惰
Mm
を
も
コ
て
扇一
究
協
力
し
て
い
る
・



平成11年12月20日 富士砂防だより

御中直のお助け小屋(大沢休泊所)の周辺型車備が完

了しました.I軍備の内容はお助け小屋の壁補皆、案

内極量揮の股置です.道僚には随舗「崩れJの文

章の舗が刻まれています.御中置を事かれた白、

一直寄ってみてください.

) 1月18口には 関係者.胃木家輔さん{奪回文古

んの隅)をと案内しました.

鱒25号 (4)

道徳脇{ζ立つ膏木俊絡さん，..a叉さんの孫}

富士山直輔砂防事業問3口周年を迎えるr_あた().今まで砂防.業に揖ねって憎た知置や睦闘が少レでも人々の安全と

安S1J't.I.生活に役立てばと考え 富士山砂防ボランティア協金が11月17自の30周年記意式典において股宜古れまし

た.

酷防ボランティアは ボランティア精神に基づく「自発的Jr揖慣的Jr公共的j活動を通じて土砂災曹防止に買揺

する吾と定輯され‘土砂災害に関する知閣の一般の人々への普及‘広報活動や渓流地盤専に主Uる土酷災害発生に

関連する宜状の尭見及び行政専への畳絡.植災者の援助、会員相Eの按捕の向上曹の活動の他、当協金惣自にフジア

ザミ、ミヤマハンノキ等管理増殖専.富士山の自然環境理主活動在行うとしています.ま止、金圃r*居世また肱勤

務地を限定せ?、広く全国的に組峨しています.

初代代費に位置壷昌弘富士砂防工事事輯所初代所畏が就置され現在の全員数l芯34名ですが‘インターネット専の広

報瞳体を用いて金属璽襲中です.多くの方々の入金を8願いします.

有事の瞭の活植が周r舟古nます.

忽お、入金を希望される方は、氏名生年月日連諸先住所電話番号を EメールまたはFAxrこて下記までご連絡

くださし'-
股立発起人軍軍昌弘

-お問い古ぜ先 i墨窓省富士砂防工事事務所あまコrtめ{担当萩村)

TEL0541レ呂7-5221 FAX.0544-岳7-6986 E刊 ailfujisa回 @cb.moc.go.jp



平成11年12月20日富士砂防だよD重宝呈(5) 

富士山周辺を
立体的に

富
士
砂
防
工
事
事
務
掃
で
は
、
砂
防
計
画
第
定
に
苗
け

る
地
形
解
析
の
た
め
地
形
図
デ
l
タ
か
5
作
成
し
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
廟
蹴
図
を
用
い
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
.

富
士
、
富
士
宮
、
御
磁
場
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
や
富
士

五
湖
.
周
辺
町
山
々
を
立
体
的
正
表
し
た
大
型

(B
1判
)

ポ
ス
タ
ー
で
す
.

富
士
山
周
辺
町
微
地
形
や
高
田
恒
差
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

四
百
特
徴
で
す
.
ポ
ス
タ
ー
は
2
0日
日
部
作
成
さ
れ
・

関
係
機
関

・
苦
学
校
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

.............................. ......................................... .............. ................ .... ... ............... . 

』より』
します募集

-新名祢

-名祢のE軍隊

eW!慨簿嘩への震見

富士山直轄砂防30周年を迎え、平成元年より地織の皆犠方に情報を発

信して昔ました「富士砂防だより」の新名称を新たに募集します。21世

紀に向かう新たな情報発信誌として‘皆様方に親しみゃすく、古51と内容

の充実をl孟かっていく広報誌にふさわしい名称をお寄世ください。
-住所

募集要項 目
.賞 品入選 (10点‘内 1 点I~線用)された方にl剖E品を進呈します。

・事集期間平成12年1月1日(土)-平成12年3月1日(水)

(当日消印有効)

表平成12年3月下旬.入選者に直接連絡するとともに.新聞専で

発表します。

.応募先建設省富士砂防工事事務所/広報担当

〒418-0口口4 静岡県富士宮市三圏平110口 電話 (0544)27-5221 

郵恒ハガキに‘あ忽たが考えた「富士砂防だより」の輔名称を1点記入し住所・氏名年令・糧難(宇在名字

年)を明記してE応募下古い.

ea名

-年齢

-磁策(学綬名。学年)

.発



平成11~12月20日

，司|
寓土砂防だより 第25奇 (6' 

富士山順火の歴史
富士山は週去に大昔草噴火を繰り返しました が 江戸時代の1707年(宝章4年)の『宝ま噴火」と呼ばれる噴火活

動を畳直に約300年近くも噴火活動b'ありま世ん.しがし、富士山の一生1<1畳いため300年在度の活動時止期開a富
士山の生1J'5見れば10九品聞に過ぎ証いのです.火山1<1星い歴史の中で活動的忽時期と休止期簡を鰻り返し富

士山は今休止期間にあた口ます.

現在ったわっている配録によると、奈良時代11¥5江戸時代の中ごろまでに、

市大圏火であっt:-e配古れTいます.

15-1日回の噴火が密口、そのうち3コ

1.延暦の大噴火 [延暦19年 800年]
配却によると f闘か§夜まで閉火民主358網も鍵i!.ra-噴火の
けむりでうず蝿く‘夜惨火銭が"i!iJjI1、火山灰が爾のよう
に跨ったJということです.このため東渇湿の足構の直が火
山灰でう...，り 新しく植樹を過る週1>側紛れたそうです.

富士山の噴火記録

2.貞観の大嶋火 (JI(鶴6年 864年]
こZ閣火，.地.といコしょにおこり、人匂tl'5流れ出ぢ密着協、
当鯖の犬き定率湯、ぜの渇に潔れζんで 柵温湖と西濁ができ
~した . f ~ -:I ~rこ""た沼智伊湖に君れこみ. 湖Iêl: Mい濁
に怒り人や京協濁とともにう，もれてし'"いましたjと記録
に，.・a、れています.

3.宝永の大噴火 [宝量崎 1707年]
書士山でもっとも噺しい・3たです 爾寮の銅置の火口&5火
山灰1>lZSのぼり 週く江声の町にも阪が際D墨周でも灯り
をつ~"げれば1;: 5~I. \tまどうす睡く"りまし佐. この崎
にできた寄生汰:L1Jfj玄永山 (2693m)です 富士山にの
・火の像、-11も聞火をしていま也ん.
1707掌 {宝~4隼 ， 10月28目 黒淘温U酉に寝湿陶芯健
奮をもた Sした f支~健全aJ が完集しました. この，.震のマ
グヱチ三ード降、 82と継測され 1995il事(平成7年】の阪
得 議酒大震災a>7.2号'"る"に上回ります.この宝永地震
の置か49日.、富士山が綱男しました.1707定 11月23自
に鎗まコた・火13:.12月S目震で鈎半月間鍵き.富士山東温
椿@何々 ，.噴火の膨曹を震とらに!!112-3mの係り砂に湿

われ ..包図鋼も，.遣し・誕t<.でした.ζのた@人々，.飢
餓に直冒し、 ."0)情死書がでました.
また規白砂司'"去，るため川に鎗てたので、返れ出た般{才砂
降掬模川県内有~;;tれる酒匂川下溝の川震に権積し '"を浅く
してし繁いまし~ . そ.へ翌年 (J 7nB~) 6月" 日還し
い原爾が足柄平野糟を庫い 酒匂川の..防が決鰻して大渓

'"と""・作褐 C大観奮をもたらしまし"'.
とのように宝朱の大剛火，. 降下火事砂摘による置般の被置と
1¥纏の完笠 宮§に淘川に"出継綱した鱒下火除掬による
穴水寄の宛'"と 広舗に遣って人々の生命財a置を碕かしま
した.続lオ砂に環もれた主制自治、売会に復興するまでに降、 3D
左手以.tの・対を'しぎした.

:<<"'x ~ 
" 戸市 、、J
h正 .ド V4s，e

p伺川、 可、!

?議と子、司¥
ι3fJ;i f‘ず£佐

e J，~， r官 、r
、;骨fl!A-fμ ‘

九 -nKIKE‘
"、， ・r~' .~ 、、

宝永・火の図(・R羽市溜白文夫氏罵)
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富士砂防だよD脇田号(1) 

ー走・・"・‘-".会的*仙九二L

旬、"・
? 423よ!~ ~
-、右手ご‘

富士山火山聞編h
，.倉凶・綱領盆奥山崎.，

丘旦竺竺望---旦旦2竺

岡
田
回
調書・寓・

"
"
"
“
同
州
沼
柑
咽
且

ー

-川
--冗・

ー
池

谷

渚

富士曲噴火に
警戒を!!

活
火
山
富
士
山
の
現
状
と
火
山
防
民
を
盛
る
「
富
士
山
火
山
肋
民

講
習
会
」
が

m月
回
目
、
富
士
宮
市
民
主
化
会
値
で
、
富
士
砂
防

事
務
所
主
情
、
山
梨
県
静
岡
県
共
憧
で
欄
蝿
さ
れ
ま
し
た
.
こ

の
鯵
習
全
は
、
富
士
山
の
活
火
山
と
し
て
の
静
韓
期
に
火
山
防
誕

の
現
状
を
正
し
〈
理
解
し
、
他
の
火
山
の
事
例
な
ど
に
基
づ
き
、

火
山
防
毘
の
方
策
、
時
に
火
山
見
書
に
聞
わ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ヲ
プ

(
提
事
予
理
図
)
の
重
要
性
を
認
織
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
施

さ
れ
ま
し
子
、

参
加
者
同
地
、
山
梨
県
静
岡
県
の
防
虫
担
当
部
局
、
富
士
山
周
辺

町
市
町
村
防
ん
担
当
者
、
野
岡
県
の
自
主
時
員
組
織
の
ほ
か
.
「
富

士
山
学
習
」
町
一
環
と
し
て
地
よ
苅
富
士
宮
市
の
中
学
生
治
参
加
し
、

一
般
の
参
加
者
を
昔
め
4
0
0名
を
こ
え
る
盛
況
で
し
た
・

輯
曹
古
俗
、
文
章
大
学
教
授
の
伊
画
初
期
民
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
と
公
表
町
重
要
性
を
廊
え
る
基
闇
購
演
の
あ
と
‘
パ

ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ョ
シ
ョ
ン
で
は
「
富
士
山
の
生
い
立
ち
と
火
山
県

害
」
(
土
隆
一
鮮
大
名
世
教
控
)
、
「
富
士
山
の
地
哩
帽
斜
計

圃
測
」
(
園
川
元
語
科
技
庁
防
虫
科
学
研
究
所
)
、
「
火
山
民
審

の
特
性
と
対
策
事
業
」
(
直
般
省
抽
ハ
主
同
砂
防
部
長
)
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
豊
後
に
北
海
道
上
富
良
野
町
の
十
勝
岳
の
噴
火
の
際
ハ

ザ
ド
マ
ッ
プ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
事
倒
(
高
橋
英
膚
前

上
富
良
野
町
企
面
倒
置
長
)
が
紹
介
さ
れ
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
叡
り
組
hu
必
理
桂
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
・

全
渇
か
ら
の
質
問
に
、
抽
苔
措
部
長
は
火
山
を
抱
え
る
自
治
体
担

当
者
の
探
聞
と
し
て
唱

①
薗
士
山
者
よ
く
知
る

@
情
報
担
畢
と
住
民
伝
軍
司
仕
組
み
の
現
備

@
災
害
弱
者

(お
年
寄
り
写
世
)
も
考
え
主
題
豊
丑
葉
山
確
立

④
住
民
へ
の
前
災
知
箇
由
周
矧

の
四
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
「
火
山
の
静
詔
聞
に

両
を
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
」
こ
と
、
「
行
政
と
住
民
、
科
学
者

が一

体
と
な
っ
て
、
英
断
を
持
っ
て
防
民
対
策
に
臨
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
.

韓
請
後
円
ア
ン
ケ
ト
で
は
、
「
富
士
山
が
活
火
山
で
あ
る
こ
と

を
再
認
酷
し
た
」
‘
「
火
山
に
つ
い
て
解
り
や
す
い
脱
明
で
あ
っ

た
」
、
「
ま
た
こ
の
よ
う
な
購
習
全
容
開
い
て
ほ
し
い
」
等
の
意

見
が
教
事
く
寄
せ
ら
れ
.
参
加
者
の
問
、
む
の
高
さ
を
示一
し
ま
し
た
.
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手ぷ

mμ
弘司皮
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4
d
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習
会
山

の
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23 
君主
富だ

直言
を
い宮
つ士
ま III
でと

品君
主苦
いる

た と
め

E重
な山
たと

33 
にる

草E
る
居、

を
手
紙

長
し
て

2 
t 
た

富士砂防だよD平高!)1年12月208

戸 il

平
成
U
年
度
第
4
回
富
士
山
へ
の
手
紙
絵
コ
ン
ク
ー
ル

町
応
募
が
.
。
両
国
日
会
ま
わ
っ
て
締
め
明
り
と
な
灼
，ま
し
た
.

多
量
の
ご
臨
募
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
介
、
手
紙
部
門
、

絵
部
門
と
も
に
応
募
が
昨
年
寺
大
き
く
上
函
り
.
コ
ン
ク
ー

ル
に
対
す
る
皆
綴
方
の
ど
理
解
ご
協
力
に
串
鮒
い
た
し
ま

す
.曹

査
は

9
月
下
旬
よ
り
開
始
さ
れ

.
m月
甜
日
に
、
作
家

町
村
松
友
親
審
査
書
員
長
を
迎
え
て
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
.
手
紙
面
門

絵

部

門

で
、
幼
児
(
絵
師
門
の
み
)
小

学
生
涯
学
年
小
学
生
高
学
年

中
学
生

高
控
生
成
人
の

各
応
募
部
門
ご
と
に
‘
量
慣
秀
賞
特
別
賞
慣
秀
賞
佳

作
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
月

5
日
に
富
士
宮
市
民
主
化
会

館
に
お
い
て
表
彰
式
な
ち
び
に
謂
韻
査
を
実
施
し
ま
し
た
.

な
お
.
受
賞
作
品
は
第
四
回
「
富
士
山
へ
の
手
紙
絵
コ
ン

ク
ー
ル
」
作
品
集
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
.
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
.

2 
年

随

藤

泰

史

総部門手紙鶴門

ン
グ
!

応募数 平成10<李平成11年応募数平成 10年平成11年

47フ411 児幼766 日85低4哩生

915 1343 低4惇生1日331056 高

日1口157日高825 1203 中学生

503 40白中学生413 238 高校成人

69 日5高時宣・成人3037 3382 酎総 ， 
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